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　地球上に生命が出現した約 40 億年前から現在にかけ
て，莫大な量の生物が出現しては絶滅するということが繰
り返されている．それらの中には，数 10 m という恐竜の
ように大きな生物から数 µm という小さな生物や，陸上に
生息するもの，海に生息するものなど様々である．さて，
絶滅した生物の中でどれだけの生物の生態が明らかにさ
れてきただろうか．
　5.4 億年前，カンブリア紀の大爆発とよばれる生物の
多様性が増加した時期には，まるで生物の進化の実験室
と例えられたバージェス動物群（Gould, 1989）を代表と
する様々な形態をした生物が存在した．著者が学生の時，
Gould（1989）による「Wonderful Life」の訳本「ワンダ
フルライフ」が出版され，講義の教科書として読まされた
のであるが，現在ではとても想像がつかない奇妙な形態を
した生物たちがまるで生きているように復元されており，
興奮気味に読んだ記憶がある．このバージェス動物群を見
事に復元した研究手法の一つは，機能形態学である．古生
物学における機能形態学とは，生物の外形や器官の構造か
ら各部位の機能を推察し，その生物の生活様式を推定する
研究である．生物の構造とその形態の機能は密接に関係し
ており，形態からその生活様式を推定することが可能であ
り，また逆も可能である．絶滅生物についてはその生態を
実際に見ることができないため，その形態に類似した現生
生物の形態と比較することで絶滅生物の古生態を明らか
にすることが一般的な手法である．
　「ワンダフルライフ」の出版後，Crichton（1990）によ
る「Jurassic Park」の訳本「ジュラシックパーク」も出版
された．子供の時に恐竜好きであった著者は，こちらの本
により興奮した．述べるまでもないが，恐竜の古生物学と
遺伝子工学を組み合わせることによって，生身の恐竜を蘇
らせたフィクションであり，現実として全く不可能ではな
いと思える内容である．古生物学は基本的に化石の形態
を記載して，他の生物や現生生物との比較や解析を行うこ

とによって，その生物の分類学的・系統学的位置や生態を
明らかにする学問である．しかし，化石の形態を観察し比
較・解析するだけでは得られない古生態情報を得るために
はどのようにすればよいのだろうか．そこで，ジュラシッ
クパークのように他の科学分野の研究手法，例えば生化学
や地球化学的手法を用いることで，化石として保存されに
くく，また形態からは想像のつかない古生態情報を得るこ
とが可能になるのである．
　古生物学を研究する上での醍醐味の一つは，「この生物
はどうやって生きてたの？」と疑問を抱かせるような不
可思議な形態をした絶滅生物を復元することである．日
本の新生代の地層からは多種多様なホタテガイ類の化石
が産出するが，その中でも目立ってユニークな形態をし
ているのがタカハシホタテである．タカハシホタテとは，
北西太平洋域において鮮新世に繁栄した絶滅種である．明
らかにホタテガイの仲間であるが，その独特な形態はどん
な生活をしていたのかと疑問を抱かせる．さらに手にとっ
てみるとそのずっしりとした重量感に驚かされ，ホタテガ
イの王様といっても過言ではない．本稿では，このタカハ
シホタテの古生態を明らかにするために，形態解析と安定
同位体比を用いた地球化学的解析を組み合わせた研究例

（Nakashima ., 2004a）を紹介する．

　 タ カ ハ シ ホ タ テ（  (Yokoyama, 
1930)）は，Yokoyama（1930）によりサハリン南部のマ
カロフ周辺（当時の元

もとどまりぐん ひがしさくたん いそうし

泊郡東柵丹磯牛周辺：中島ほか，
2002）に分布するマルヤマ層から産出した標本に命名記
載された種である．“ ”という種小名は，コルサ
コフ（当時の大

おおどまり

泊）の中学校（middle school）の教師で
あったタカハシ（S. Takahashi）氏に献名されたものであ
る．このタカハシ氏とその学生によって採集された多くの
貝化石が，東京帝国大学の教授であった横山又次郎氏に謹
呈され，その中からタカハシホタテという種が生まれたの
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である（Yokoyama, 1930）．命名された当初は 属
に帰属していたが，Yabe and Hatai（1940）が“ ”
を模式種として，強く膨れた右殻とそれより平坦な左殻
で，太い放射肋と大きな耳状部を持つなどの特徴に基づ
き，亜属 を提唱した．“forti”とはラテン語
で“丈夫な”という意味で，“pecten”は“櫛”という意
味である．Yabe and Hatai（1940）によれば，本種はす
でに仙台市の竜の口層から産出することが知られており，

と命名された記載論文が準備されていたが，
Yokoyama (1930) が先に本種を“ ”として発表
したとのことである．ちなみに“ ”とは，帝国地質
調査所の初代所長であった和田維

つなしろう

四郎氏に献名されたも
のである．Masuda（1962）は を属名として扱
い，それ以降は属として扱われることが多くなった．しか
し，Yabe and Hatai（1940）による の特徴は，
属あるいは亜属として定義するほどの特徴でないとして，

を本種の属名として扱っている研究例もある
（例えば Akiyama, 1962）．著者は，サハリンから北日本に
かけての本種の形態を検討した結果，本種の特徴は十分
他のイタヤガイ科（Pectinidae）とは区別できると考え，

を属として使用する．
　タカハシホタテは，本邦の新生代第三紀鮮新世を特徴
づける二枚貝類として昔から知られてきた（藤江，1958）．
近年の微化石層序の高精度化により，その生息年代は中新

世末期から更新世初期（約 700 万～ 100 万年前）とされ，
その分布は福島県から北海道，サハリン，カムチャツカの
北西太平洋域である（図１：Nakashima, 2002; Nakashima 

., 2003）．右殻がお椀のように膨らんでいるのが特徴
的で，両殻とも平坦な現生種のホタテガイ（

 (Jay)）とは同じホタテガイ類でも全く違う形態
を示す（図２）．東北地方におけるタカハシホタテは大き
な殻高・殻長を示すが，両殻とも薄く湾曲度も弱い．一方，
北海道やサハリン産の個体はとても重厚で湾曲度が強い
ものが多く，両殻合わせて１kg 以上の重量の個体もある．

　タカハシホタテの左殻には，フジツボ類や な
どの多毛類による付着および穿孔痕が多く見られる一方，
右殻にはそのような痕跡はほとんどみられない．また，殻
を開閉させてジャンプするという遊泳能力を持つ現生ホ
タテガイとは違って，重厚で強く湾曲した殻を持つことか
ら，タカハシホタテは左殻を上側に，右殻を下側で海底に
埋めた状態の生息姿勢を保ち（図２の左下の姿勢），泳ぐ
ことが苦手な種類であったと従来考えられていた．
　タカハシホタテの形態の個体および地理的変異を最初
に検討したのは鈴木（1979）である．この研究によれば，
タカハシホタテの右殻は殻高 70 ～ 75 mm 以降の成貝期に
なると，殻に変曲点とよばれる折れ曲がりが形成され，殻
の湾曲度や重厚性が増すことがわかった．そして，湾曲度
の地域差として，日本海側の個体は湾曲度が大きく太平洋
側の個体は小さいことが指摘された．
　次に，タカハシホタテの形態を検討した研究は Hayami 
and Hosoda（1988）であり，タカハシホタテを機能形態
学的に検討した例である．この研究では，北海道中央部
に位置する滝川市と沼田町から採集されたタカハシホタ
テの殻長，殻高，殻厚，前後の耳状部の長さ，殻頂角（殻
頂部から前背縁と後背縁を結んだ角度），殻重量などを測
定し（各部位については図２を参照），現生ホタテガイと
の比較を行った．そして成長に伴って以下に述べる形態変
化が明らかとなった．１）タカハシホタテは，成長中期に
なると，殻の重量が急激に増加する傾向に変化する不等
成長を示す．これは，殻を平面的に広げる伸張成長よりも
殻の厚みを増す肥厚成長が顕著になるということである．
一方，ホタテガイはより貝殻を広げる傾向に変化する．２）
ホタテガイは捕食者に襲われそうになると，殻を開閉させ
て前背縁，後背縁の隙間からジェット水流を出して遊泳す
る．一方，タカハシホタテの幼期には隙間がみられるが，
中期以降になると隙間が無くなる（図３）．３）タカハシ
ホタテの殻頂角は，成長に伴って小さくなり，前後耳状部
背縁の長さが大きくなる．４）タカハシホタテの閉殻筋は，
遅筋の部分が相対的に大きくなる．ホタテガイは逆に速
筋が大きくなる．Hayami and Hosoda（1988）は上述の
形態変化に基づき，タカハシホタテは発生後，浮遊生活か

北海道

本州

日本海

サハリン

オホーツク海

カムチャツカ

太平洋

図１．北西太平洋域におけるタカハシホタテの分布．白丸はタカ
ハシホタテの主な産地．星印は Nakashima . (2004) で安定
同位体比解析をした標本の産地である北海道沼田町の位置．
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ら海底での付着生活を経た後，底生生活に入り，現生ホタ
テガイのように遊泳（遊泳型）できたが，成長中期以降に
なると遊泳能力をほとんど失ったと解釈した（図 4）．そ
して殻が重厚になり，膨らみが大きくなった成長中期以降
は，軟らかい泥質な海底面に横たわるようにして生活（横
臥型）していたと考えた（図 4）．このように海底面に浮
かぶようにして生活し，厚い貝殻を持つことで捕食から逃
れていた生活戦略は，“氷山戦略”とよばれる．この戦略
を持った生物は，中生代ではカキの仲間である
などに知られるが，新生代ではほとんど知られていない

（Stanley, 1970 など）．
　最近では中島（2001）が，タカハシホタテの殻が内側に

折れ曲がる変曲点の位置の地理的変異を検討し，太平洋側
の個体の変曲点は日本海側の個体よりも殻頂からの距離
が大きい，つまり時期が遅いことを示した．
　さ て，鈴木（1979）や Hayami and Hosoda（1988）の
研究によって，タカハシホタテは，成長に伴って殻の形態
変化が重厚になり，生活形態が成長中期に変化したことが
わかった．しかし，貝殻形態を解析するだけでは，これ以
上の考察をすることは困難であり，「なぜタカハシホタテ
は特有な形態を持ち生態変化をしたのか？」，「変曲点の
意味は？」などという疑問は残されたままであった．

変曲点

殻厚

右殻の正面

横から見ると

変曲点
5 cm

絶滅種 タカハシホタテ 現生種 ホタテガイ

右殻

左殻

右殻

左殻

前背縁後背縁

殻頂後耳状部 前耳状部

殻高

殻長

図２．絶滅種タカハシホタテ（北海道沼田町産）と現生種ホタテガイ（北海道周辺海域産）の形態の違い．上
段は右殻表面，下段は側方から見た合弁殻の側面で，生息姿勢を示す．部位の名前や測定箇所はタカハシホ
タテとホタテガイで共通．ただし，変曲点はホタテガイにない．

隙間がある

隙間がない

図３．成貝のタカハシホタテ（左）とホタテガイ（右）の前背縁部．ホタテガイにはジェット水流を噴出する
隙間があるが，成貝のタカハシホタテには隙間がない．
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　化石の形態解析から得ることが困難である情報として，
その生物の絶対成長，つまり時間軸が挙げられる．実際に
モニタリングされている現生生物であれば，その成長を追
跡することが可能であるが，野生生物や化石ではその成長
過程の時間的推移を形態から明らかにすることは困難であ
る．化石としてよく保存されることが知られる生物の多く
には，貝類やサンゴのように付加成長する硬組織を持つと
いう特徴がある．この硬組織には，一般に年輪や成長線，
成長輪などとよばれる縞構造（成長縞）が発達しているこ
とが多く，縞の数や幅を測定することで時間軸を認定する
ことが可能となる（例えばRhoads and Luts, 1980；佐藤，
2001）．最近では，水温などの環境情報のパラメーターと
して酸素・炭素安定同位体比を炭酸塩からなる硬組織から
抽出することで，その生物の時間軸を復元する研究が行わ
れてきた（Wefer and Berger, 1991; Jones, 1998 など）．また，
成長縞の中でも日周期や潮汐周期などで形成される微細成
長縞（佐藤，2001）による時間軸の認定（Sclerochronology）
や，安定同位体比を高密度で測定・解析をすることで，生
物硬組織を用いた高精度な環境解析や生態・生活史復元
の研究手法が主流となってきている（Schöne and Surge, 
2005 など）．
　これまでのタカハシホタテについての研究において
は，相対的な時間軸に基づく成長解析は研究されたが，
年齢などの絶対的な時間軸に基づく生態については明ら

かではない．そこで，タカハシホタテの絶対的な時間軸
を明らかにするため，貝殻の酸素・炭素安定同位体比の
分析を行った．特に酸素同位体比は水温のパラメーター
として有用であり，この同位体比を解析することで，タ
カハシホタテ殻の形成された時間軸や年齢，環境情報が
明らかになる可能性が高い．分析材料としたのは，北海
道雨竜郡沼田町に分布する下部鮮新統幌

ほ ろ か お し ら り か

加尾白利加層か
ら採集された２枚の左殻（IN1 と IN4）である（図５）．
IN1 は約 550 万年前の層準から，IN4 は約 400 万年前の
層準から採集された．まず，これらの貝殻の表面にみら
れる付着生物などを除去して洗浄した後，貝殻に二次的
鉱物が沈着していないか，貝殻が変質していないかを
確認するために，貝殻表面を SEM（Scanning electron 
microscope：走査型電子顕微鏡）で観察し，XRD（X-ray 
diffraction：X 線回折）分析により貝殻の鉱物組成を調
べた（図６）．アラレイシで形成された硬組織は方解石に
変質しやすいために，XRD 分析を行うことで変質してい
ないかを確認することは重要である．ホタテガイ類の貝
殻の外層は比較的変質しにくい方解石で形成されており，
地球化学的手法を用いるのに有用である．次に，貝殻表
面にみられる成長縞の観察を行った．本稿では，成長縞
のうち，段差を持つ成長縞を“強い成長障害輪”とし，
段差は持たないが溝状の構造を持つ成長縞を“弱い成長
障害輪”とし，それらの位置の測定を行った（図５）．そ
して，デンタルドリルを用いて，殻頂から殻縁への成長
方向に沿って，約 0.5 mm 間隔で安定同位体比測定用の

殻高
現生ホタテガイ

強い膨らみのタカハシホタテ

弱い膨らみのタカハシホタテ

0 mm 100 mm50 mm 150 mm

浮
遊
～
付
着
型

遊泳型

遊泳型 横臥型

遊泳型 横臥型

0 mm 100 mm50 mm 150 mm 殻高
図４． Hayami and Hosoda (1988) の機能形態学的解析に基づくタカハシホタテと現生ホタテガイの生態変化過程．一般にホタテ

ガイ類は，発生直後は浮遊生活を送り，そして海底や海中の物体に付着する．さらに成長してから底生生活に入り，遊泳する
ようになる．タカハシホタテは，成長中期になると遊泳することをやめ，横臥型の生活を送るようになる．
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粉末試料を採取した（図５）．粉末試料は，ウッズホール
海洋研究所の質量分析計を用いて安定同位体比を測定し
た．本稿では，ホタテガイ類の成長過程を水温の季節変
化と結びつけて議論するために，水温のパラメーターと
なる酸素同位体比を用いて主に議論した．

　酸素・炭素安定同位体比を測定した結果を図 7に示す．
酸素同位体比からは，IN4については約 10回，IN1につ
いては約８回の山と谷が繰り返すギザギザの変動が認めら
れる（図７）．酸素同位体比は水温のパラメーターとなる
ため，この変動は水温の上昇下降を意味し，それぞれが季

節変動を示すことがわかる．つまり IN4は 10 年分，IN1
は８年分の水温変動サイクルを記録しているのである．
　両個体のサイクルは，成長と共に酸素同位体比の振幅

（変動幅）と波長（成長幅）が減少しているようにみえる
（図 7）．とくに両個体ともに，サイクル２と３を境して，
サイクルの変動幅と成長幅が小さくなっており，成長前
期（サイクル１，２）と成長後期（サイクル３以降）の２
つのフェーズに区分できる（図７）．前期と後期の冬季の
酸素同位体比をみると２‰前後が最大値であるのに対し，
夏季に相当する部分の酸素同位体比は前期に比べて後期
は高い値（低い水温）を示す．つまり，後期には夏季の
高水温のデータが記録されていない可能性が高い．そこ
で，Craig (1965) の水温と酸素同位体比の関係式を用いて，
IN4 における古水温を算出した．鮮新世前期の海水の酸素
同位体比は Kranz（1990）による -0.3 ～ -0.4 ‰を用いた．
その結果，前期は８～ 21 ℃，後期は８～ 16 ℃の水温幅が
得られた．タカハシホタテの推定される生息水深は 20 ～
30 m であり，現在の北海道西部沖 20 ～ 30 m 水深の水温
幅は 15 ℃（５～ 20 ℃）であることを考慮すると，IN4 の
成長後期は夏季の水温が欠如しているということがいえ
る．以上のことから，成長前期には水温がほぼ途切れずに
記録されているが，後期になると夏季に貝殻の成長が停滞
した結果，夏季の水温が記録されず，酸素同位体比の変動
幅と成長幅が小さくなったと考えられる．
　また，サイクルの波長が減少した原因として，タカハシ
ホタテが成長中期に殻の成長方向を平面的に広げる傾向
から，厚みを増加させる傾向へと変化させたこと（Hayami 
and Hosoda, 1988）も挙げられる．

　成長障害輪の位置と酸素同位体比変動の関係をみると，
IN1の強い障害輪はサイクルの夏季のピーク部分に，IN4
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図６．タカハシホタテ殻の XRD 分析結果．サンプル IN1, IN4 の
同位体比測定を行った外層（方解石）と筋殻層（アラレイシ）の
分析結果．アラレイシは方解石に変質しやすいが，両個体のア
ラレイシともに変質がみられないことがわかる．

図５．安定同位体比測定を行ったタカハシホタテの左殻．黒い矢印は“強い成長障害輪”の位置を示し，白い矢
印は“弱い成長障害輪”の位置を示す．測線 a-a’, b-b’の成長方向に沿って同位体比測定試料を採取した．
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では冬季のピーク部分に位置しており，どちらもサイクル
の形状の尖った部分に位置していることがわかる（図７）．
一方，弱い障害輪は IN1では冬季部分に，IN4では夏季部
分におよそ位置しており，サイクルの形状の丸い部分に位
置している（図７）．また，両個体のサイクル 3以降をみ
ると，IN1は下に凸型の形状をしているのに対し，IN4は
上に凸型の形状をしているという違いがみられる（図 7）．
以上のことから，両個体共に夏と冬の水温のピーク時に障

害輪が観察されるため，障害輪の形成は夏季の高水温と冬
季の低水温が原因で，貝殻成長が停滞して障害輪が形成さ
れたといえる．また，成長障害輪の強弱は，殻の成長が停
滞した時間の長さを意味しており，IN1は夏季，IN4は冬
季の成長停滞期間が顕著であったことが考えられる．した
がって，成長停滞の時期がそれぞれ異なったため，殻に記
録された酸素同位体比のサイクルの凸型形状の向きと障害
輪の特徴が異なったと考えられる（図８）．

温暖

寒冷

温暖

寒冷前期（1～2年） 後期（3～8年） 前期（1～2年） 後期（3～10年）

殻頂からの距離 殻頂からの距離

図７．タカハシホタテの安定同位体比測定結果．縦軸が反転していることに注意．上段は炭素同位体比の変化，下段は酸素同位体比
の変化．右方向は成長方向を示す．黒い矢印は“強い成長障害輪”の位置を示し，白い矢印は“弱い成長障害輪”の位置を示す．
酸素同位体比の変化は，負にふれるほど水温が温かく，正にふれるほど冷たくなることを意味する．下段に引かれた点線は，成長
の前期と後期の間隔での酸素同位体比の平均値を示す．
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図８．成長停滞時期，水温変化，実際に貝殻に記録される酸素同位体比変化の関係．灰色部の横幅は成長停滞期間の長さを
意味する．黒矢印は“強い成長障害輪”の位置，白矢印は“弱い成長障害輪”の位置を示す．成長停滞する時期や期間が
異なれば，サイクルの形状や障害輪の強弱が変わってくることがわかる．
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　強い成長障害輪の形成時期の違いは，両個体の生息環境
の水温の違いによることからもいえる．つまり，IN1 の生
息環境（約 550 万年前）の水温が IN4 の環境（約 400 万
年前）よりも相対的に高かったため，IN1 の夏季の成長停
滞が顕著で，逆に IN4 の冬季の成長停滞が顕著であった
と考えられる．これは両個体の成長前期・後期における酸
素同位体比の平均値（図７の点線）が IN1 のほうが IN4
よりも低い（高い水温）ことからも示唆される．

　タカハシホタテの貝殻の酸素同位体比を測定すること
で明らかになったことは，夏季と冬季における高水温・
低水温によって成長が停滞することで成長障害輪が形成
され，そして成長前期にはほぼ一年中殻の成長が続くの
に対して，後期になると夏季に殻が伸張方向へ成長しな
くなるという２点である．では，なぜ成長後期になると
夏季の殻成長が止まってしまうのだろうか．Jones . 
(1986) は，現生のオオシャコガイ（ ）の酸
素・炭素同位体比を測定することで，タカハシホタテと
同様な安定同位体比の変動幅が減少するパターンを報告
している（図 9）．Jones . （1986）によれば，約 10 年
の段階でオオシャコガイが性成熟を迎えており，その結
果，貝殻形成よりも配偶子形成や産卵に多くのエネルギー
を優先的に費やすように方針転換をしたためと解釈され
ている．日本のホタテガイを含む北方系貝類の大半は，春
から夏にかけて産卵することや，ホタテガイは一般に２歳

（サイクル３に相当）から産卵を開始することが知られて
いる（澄川，1994；Kosaka and Ito, 2006）．したがって，
タカハシホタテもオオシャコガイと同様に，サイクル３以
降に産卵を開始することで，貝殻形成よりも産卵などの代
謝活動にエネルギーを優先的に費やしたため，春から夏に
かけての殻の伸張方向への成長速度が停滞し，その時期の
同位体比データが貝殻に記録されなかったと考えられる．
一方，現生種のホタテガイについては，性成熟の前後に
おいて，産卵期の酸素同位体比は貝殻に記録されている

（Nakashima ., 2004b）．
　次に，Hayami and Hosoda（1988）によるタカハシホ
タテの機能形態学的解析の結果と酸素同位体比による解
析結果を組み合わせて考察する．IN1 と IN4 の成長前期
と後期の境界は殻高の８～９cm に相当しており（図７），
この位置には左殻が内側に折れ曲がる変曲点がみられる． 
Hayami and Hosoda（1988）は，タカハシホタテの生態が
遊泳型から横臥型へと変化する時期を殻高の７～８cm と
示している．Hayami and Hosoda（1988）が検討した沼
田町と滝川市産のタカハシホタテの変曲点は，平均すると
殻高の約７cm（４～９cm の範囲）に位置している（中島，
2001）．したがって，タカハシホタテの変曲点は，性成熟
して産卵を開始したと考えられる成長前期から後期に移
行する時期を意味し，それは生態が遊泳型から横臥型へと

変化する時期をも意味することがわかる．
　以上のことから，タカハシホタテは性成熟して産卵を
開始することがきっかけとなり，殻を平面的に広げる伸張
成長から厚みを増す肥厚成長へと殻の成長方向をシフト
した，つまり遊泳型から横臥型へと生態変化をしたのであ
る（図 10）．その結果，伸張成長の速度が小さくなり，成
長後期のサイクルの波長（成長幅）が小さくなった（図７）
と考えられる．また，春から夏季にかけては貝殻成長より
も産卵にエネルギーを消費することで，さらに成長後期の
サイクルが短くなったのだろう（図７）．一般に水温の温
暖な時期に貝殻は大きく成長する．しかし，タカハシホタ
テはこの温暖な時期に，貝殻成長を止めて遊泳能力を犠牲
にしてまで，子孫繁栄のため産卵にエネルギーを費やすこ
とに方針転換したのではないだろうか．
　ところが，遊泳能力を捨てたタカハシホタテは捕食者か
ら逃れることができなくなる．そこで，タカハシホタテは
捕食者から逃げる必要がないように，殻を重厚にする肥厚
成長にシフトすることで，“「食えるものなら食ってみよ」
と居直ったのである”（速水，1987）．タカハシホタテの特
徴である重厚で膨らみのある殻は，軟らかい海底面にお
いて水力学的に安定な状態を維持することに有効である．
また，右殻の強い膨らみは，両殻内部に存在する軟体部の
体積の増加を意味する．つまり，子孫繁栄のための精巣・
卵巣を大量に蓄えるため，殻の膨らみを増したのかもしれ
ない．
　タカハシホタテは約 700 万年前の中新世後期の北海道
周辺海域に出現し，約 500 ～ 400 万年前の鮮新世前期には
北はカムチャツカ，南は東北日本にまで分布を広げたが，
その後，徐々に寒冷化していった気候とともに分布を狭
め，更新世初期の約 100 万年前に急激な寒冷化のため絶滅
したと古気候解析の見地から考えられている（Nakashima, 
2002）．鮮新世には遊泳能力を一生持ち続ける現生種のホ
タテガイも出現し，タカハシホタテと同じ浅海域に生息し
ていた．遊泳能力を捨てて氷山戦略者となったタカハシホ
タテは絶滅し，一方遊泳能力を持ち続けたホタテガイは現
在も生息している．この事実は，タカハシホタテの絶滅要
因が寒冷化という気候的要因だけではなく，子孫繁栄のた
め生態・形態変化したタカハシホタテが捕食圧に耐えきれ
なくて絶滅したという可能性も否定できない．
　著者がタカハシホタテの研究の話をすると，「貝柱（閉
殻筋）は大きくて食べがいがあったでしょうね．さぞや美
味しかったでしょうね」と聞かれることが多い．タカハシ
ホタテの貝柱は，ホタテガイの貝柱の２～３倍の厚さがあ
り，直径も若干大きめであったことが筋痕の大きさから推
定され，たしかに食べがいがあったと思われる．しかし，
遊泳能力を捨てたタカハシホタテの貝柱の味はどうだっ
たのだろうか．一般に運動をほとんどしない動物の筋肉よ
りも，ある程度運動をした動物の筋肉のほうが美味しいと
いわれる．著者は以前，ほぼ同じ環境で生育し，同時期に
水揚げされた地捲き養殖（海底に捲いて自由生活させる）
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図９．オ オ シャコ ガ イ（ ）の 酸素・炭素同位体比測定結果（Jones  (1986) の Fig. 1 を 複製．Copyright (1986), 
American Association for the Advancement of Science）．上段は炭素同位体比，下段は酸素同位体比の変化．右方向は成長方向を示す．
下段図中の数字は年サイクルを示す．10 年目から年サイクルの変動幅が小さくなっており，産卵を開始したためと考えられている．

伸張成長

遊泳型 横臥型（殻が重厚になる）
変曲点の形成

伸張成長より肥厚成長が顕著になり，遊泳しなくなる

遊泳運動 夏季には殻成長よりも産卵にエネルギーを費やす

変曲点

前期（～2年） 後期（3年～）

性成熟によるエネルギー転換性成熟によるエネルギー転換

浮遊～付着型

図 10．タカハシホタテの生態変化．性成熟し産卵を開始することで，遊泳型から横臥型へと生態が変化し，殻の膨らみが
強くなっていく．子孫繁栄のため，遊泳能力を捨て，産卵することにエネルギーを費やしたと考えられる．
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のホタテガイと籠養殖（50 cm 程度の籠の中で生育させる）
のホタテガイの貝柱を，どちらが美味しいか判断するため
に約 10 人に食べ比べてもらったことがある．すると１人
を除いて全員が地捲きのホタテガイが美味しいと答えた．
味覚は人それぞれだが，これだけ意見がまとまると，狭い
籠の中や耳吊りであまり動けないホタテガイよりも，ヒト
デなどの捕食者から逃げ回って生きていたホタテガイの
ほうが美味しいのではないかと思う．したがって，運動不
足であったタカハシホタテの貝柱は大味だったのだろう．

　本稿をまとめるにあたり，産業技術総合研究所の鈴木
淳，大串健一，北海道大学の渡邊　剛博士には多くの情
報を提供していただき，また詳細に議論をしていただい
た．産業技術総合研究所の利光誠一，長森英明博士には
粗稿を読んでいただいた．ウッズホール海洋研究所の D. 
Ostermann 氏には安定同位体比を測定していただいた．
神奈川県立生命の星・地球博物館の樽　創氏には本稿を公
表する機会をいただいた．以上の方々に厚く御礼申し上げ
ます．
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